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1．はじめに  
大阪青山学園は 2019 年度、創立 52 年目を迎える小規模大学で ある。
大阪のベッドタウンと言われている大阪府箕面市と兵庫県川西市に２つ


















援に繋げる仕掛け作りを行ってい る。  
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本稿では、 2008 年度から 2019 年度まで学習支援室で実践してきた教
育プログラムの事例を通して、その教育的効果について考察 する。  
２．学習支援室開室経緯  




の項目 (①学習相談  ②学習スキル指導  ③自習活動の支援  ④リメディ
アル教育  ⑤スチューデントアシスタントの育成  ⑥学生の学びを広げ


















  ・当該前学期の学科内成績が上位 20%以内で、在籍学科の学習支援
室運営委員が推薦し、指導を受けられる学生  
  ・アカデミックスキルに係る体系的な講義を受講し、「優」を取得し  
た学生  
2019 年度では学習支援アドバイザー 2 名（発達障がい専門 1 名を含
む）を常駐、各学科からの運営委員の教員をスタッフとして迎え、 SA を








と３つの部屋を有してい る。  
    
     多目的ルーム           グループ学習室  
       













講座は 2 種類ある。１つは運営委員によるものであり、他１つは SA やゲ
スト学生によるものである。  








タッフである。講座の時間帯は主として、ランチタイムである 12 時 20
分から 30 分間に行われた。講座例は次の通りで ある。  
「新茶を味わう」「心とからだのほぐれる手遊び」「友達・恋人、 家  
 族とケンカしない方法」「お礼状の書き方と添削」 (左上写真 ) 





② SA やゲスト学生による講座  
2012 年度から運営委員とともに、 SA やゲスト学生も講座を開講するこ
ととなった。開講された講座はわずか２つであった。  
「お弁当講座」（健康栄養学科 3 年次生の SA）  
「ちょいトレ英会話」（健康こども学科 2 年次生ゲスト学生）  
しかしながら、教養ミニ講座に関しては受講生確保の難しさが課題にな
っている。  












う人とのコミュニケーションをとる機会を作 った。  













は生まれることが予想でき よう。  
 

















では、実際にどのようなプログラムがあるのか、次に進 む。 2018 年度
における講座数は年間にすると 4 学科で 39 近くに及んでいる。表のピン
ク色の講座が初年次向けのもので ある。  
講座の内容については、 以下の通りである。  
初年次対象の全学科共通に開催される講座は（表中、ピンクマーク）
「先輩からのアドバイス」「試験前！先輩教えてください」「卒業生から


























































































































































 これらのほとんどは SA 主体の講座であり、打ち合わせから本番まで、
その指導には室長、学習支援アドバイザー、運営委員があたってい る。  
 2018 年度行われた 39 講座中 28 講座は初年次向けのものであり、全体
の 72％にあたる。そこで、これより、初年次向け講座の 1 回目に当たる
「先輩からのアドバイス」と「トーク・トーク」の 2 種類の講座を取り







で、その後、どのような変化が起こってくるの か。  
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 1 年間の室利用者総数は 5607 名、そのうち初年次生は 890 名で全体の
16％に当たる。その数はそれほど多くはない。   
 また、月別の利用を見ると、講座（ブルーの棒グラフ）に関して、 5
月が年間を通して一番高い数値が出ている。その後、６、 7 月や 11、 12
月に定期試験前の講座、 9 月はインターンシップの講座を行い、利用者
は多くなっている。  















利用の仕方をしながら、室を有効活用してい る。（注３）  
月別でいえば、 7 月や１月といった定期試験前の利用者は多く、 5 月・
10 月といった学期初めの時期も高い数値が見られ る。  
 特に 2018 年度においては 4 年次の利用者には国家試験対策のための勉
強をグループで行っている人がいたり、毎日のように終日学習支援室で
個人的に勉強している学生が数名いたのが大きな特徴ともいえ る。   
 次に、 2018 年度、講座後に初年次生 272 名を対象にアンケート調査を
行った。記入漏れなどの回答不備を除いた 244 名 (昨年： 252 名 )のデー
タの結果は次頁の通りである。  
講座の満足感に関して「 1.よかった」から「 5.悪かった」の 5 件法
で、現在の学習に関する不安感では「 1.大変不安」から「 5.不安はな






（　１ よかった　２ ややよかった　３ どちらでもない　４ あまりよくなかった　５ 悪かった　）
③　現在の学習に対する不安感





























生に向けた講座は有益なものであったことがわか る。  
 なお、 2018 年度の数値も掲げておく。（全体平均は 2.02 のため、学習
の不安感は 2018 年度の方が数値上はやや高いということになってい る。
そして、講座の満足度は 2018 度の方がやや高いという結果にな った）
（注４）  




けばいいのか、学科と連動しながら慎重に講座 の企画を考えた。  
 




この講座に関しては、 SA 研修の個別面談に使用したり、また、 筆者の
授業である日本語Ⅰや文章表現法とコラボしたりしてい る。つまり、学
内で働く人と話をすることで、仕事への理解を深めたり、異年齢の人と
のコミュニケーション能力を確認することが可能とな る。  
毎年恒例になっているが、短期大学部の初年次生が学習支援室や進路





























































SA の特性を生かした活動ができるよう、 2019 年度からは特に個別面談







繋がるものであると考え る。  
 今後は大阪青山学びプロジェクトを発足させ、学びについて議論を深






とで学習支援がスムーズに進められるよう配慮してい る。  
注 2 大阪学院大学  学習支援室   
https://www.osaka-gu.ac.jp/support/support_lounge/index.html  
  福山大学  大学教育センター    
http://www.fukuyama-u.ac.jp/edu/edu-center/study -support.html 
注 3 学年別にみると、利用者数は 4 年次・ 2 年次・ 3 年次・ 1 年次といっ
た具合に順位がつけられる。 3 年次よりも 2 年次の利用者数が多い
のは短期大学部の 2 年次が卒業研究や試験前に利用する率が高いた
めであると考えられる。  




する運びとなり、 2019 年度も英語の克服講座は 5 月の中旬に行っ
た。  
      講義ノートコミュニティは克服講座や試験前講座に吸収されるた
め、独立しての開講はなかった。  
 
補記：① 2019 年 9 月 8 日、初年次教育学会第 12 回大会（創価大学）に
て研究発表「キャリア形成支援を見据えた初年次向け教育プログ
ラムの実践研究 -大阪青山大学 /大阪青山大学短期大学部  学習支





   ② 2020 年度より学習支援室は名称変更を行い、リテラシーサポー  
トセンターになった。筆者は運営委員の形で大阪青山学びプロジ  
ェクトの担当を継続している。ところが、コロナ禍の現状に あり  
在学生スタッフが企画しているプロジェクトを実行することは困  
難を極めている。そのため、規模を縮小化し、卒業生を講師とし  
ての ZOOM 講座などを行った。  
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③論文執筆に際して、お世話になった 、当時の学習支援室の学習  
支援アドバイザーである榎本義文氏、鈴江秀一朗氏、事務担当の藤
田朋子氏に感謝する。  
 また、巻頭の大学の航空写真については、理事長の眞下利晴氏よ
り掲載許可を得た。ご協力いただいたことを感謝する。  
